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故徳淵永治郎氏略停

(A Brief Biography of the Late Y. Tokubuchi.) 

故徳淵永究郎氏は元治元年十二月十三日渡島園函館に生忍。 父は長崎の人徳

淵入百吉、買薬行商を業とし℃函館』t来b、岡地tt℃妻を要b四男を皐〈‘’氏は其

長在 b。 明治五年皐家日高園幌泉郡鹿野村に移住し海藻採集業に従事す。 同七

年四月母故あbて、三男及び四男を携へ℃

幌泉村よ b某帆船lζ便乗しτ其生園陸奥

民向以帰途に就きしも、船と共に其行衛不

明な bと云よ、。 周年九月父入百吉は民を

鹿野村の知人長岡清太郎方の使丁とし、衣

子を日高園浦河it留め、車身札幌に来b

℃、其後此地i-vストラシト、ホアノ，v.J豊平館

の帳場頭となる。 斯くて氏は明治七年九

月よ b十一年三月まで長岡方に在b℃雑

役及び郵便配達比従事し、同三月父の命に

よb、浦河なる幼弟を倖以τ札幌に来る。
同十六年札幌農皐校小使tt採用せられ、同

二十二年雇に昇進し、同三十一年七月迄其

職に在9~ 。

氏幼にし℃勢役の人とな b。 皐事に親むの機曾なかbしと雄も、性極め℃皐

を好み、其日高にあbて、郵便配達に従事するや、す暇あれば書を婚主一片の古

新聞紙と雄も塁しく捨る乙となかbしとぞ。 特It其の札幌農皐陵tt於ける十有

六年は氏の最も刻苦精廟せる奮闘時代ttしτ、その小使たbし時よ b業務の除暇

内外諸教師並R皐生iζ就き℃漢、英、理化、博物等の諸皐科を皐伏、又傍ら夜皐授

に遁皐する等孜今として皐習に除念なか9~ 。 多年札幌農皐俊助教授たbし山

崎益氏語うて日〈、余一夜宿直室にあるや、徳淵民営時の最新課書たる 4;:•ポシ民
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論理皐（播回書一民欝）を携へ京bて其講設を求めし乙とあbと。 然れEも籍、淵氏

の最も愛好せ0は植物皐にしτ、明治二十三年教授宮部金吾氏の助手として、植

物皐教室誌を命ぜらるるや，...勇躍欣喜皇室。奮鳳fる所あ丘、その進境頗る晃るぺ

会？？あbrふ
宮部教授の助手とし℃の氏の住務は主として脂葉標本整理主bS。 とれを以

芳氏は日，e聖書多り植物に親しみ、種名検索法等を練習せしのみならず、随時野外

に採集を試み、又屡令同教授の採集放行tt従よ、等精廟の功丞しからず、本道植物

広精通す0を得た b、而も氏はとれを以τ足れ bとせず、克らに進んて’植物生理

串及組織皐、動物皐人種生理皐等を修め、又｛弟語及濁需を皐ぶ等其勤勉努力常人

の及ぶ所lとあらぎ ！） 主＂ 宜ぺ主上その明治三十一年五月中等博物科植物事、動

物事、生理皐、敬員検定試験It磨、ずるや、植物皐科及rx生理事科R合格し、殊，t植
物皐に於℃は其成績優秀な bし乙とや。 期〈て氏は宮部教授の悠憩に従以、周年

七月岐阜牒尋常中皐校の鳴に癒し、越全て三十二年四月愛知牒第一中華枝氏、三

十五年夏らに秋田勝立農皐枝氏轄じ、同年奏佳数誌に昇佳し三十八年入月島根牒

立農林皐授に轄じ、周年十月従七位に叙せられ、爾来同様に勤療し四十五年五月

正七位に昇叙せられたb。

氏の篤皐は札幌を去bし後と離も請をる之とな〈、明治三十三年lとは三崎臨海賓

験場＆t於℃動物皐を賓脅し三十七年記は文部省開催の賓業皐科講習曾に出席し

三十七年には移多の標本を携へ℃札幌民家b其種名を調査せしが如き其他各住地

区於ける博物皐の進歩接達It謹力し且つ語皐の溜養，t意を用以し等到るととろそ

の篤皐なると職務に忠賞なるとを以て同僚間It推解せられ、島根牒立農林皐按に

於ては明治四十一年以来舎監を乗ね又一時校長代理たbし等上下の信用頗る厚か

bしが、大正元年入月同僚卒業生曾に於τ講演中卒倒し℃後頭部を撃ちし結果脳

に異献を基し、翌二年一月以来京都民於τ療養を加へしも其教なく、周年五月二

十二日遂に逝けb。 享年四十九。 遺骸は同五月二十五日傭式を以τ近江園甲賀
郡三雲村（令室の郷里）民葬らる。

氏在札中妻帯したbしが故あbτ離縁し其後近江圏三雲村某氏女かつ子を要b

一男ニ女を皐〈．。 未巴人三見と共に今をの郷里にあb。
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氏は明治二十七及入年’ yフンジエー（A.:Fr，副chet)1氏著ネコJメザウ麗検索

表を「植物皐雑誌J 』t理載し猶乙れξ同時にr惹林」（札幌農串校文武曾接行）誌主
に寄稿する所あb、次て又「植物串雑誌」上に於て本遺産ヤナギの種類，と就いて再

三記述せる所あbさ。 1氏は又此頃よ b.X.＇／シロネに就き℃綿密なる研究を試み、

夙に本曾R於℃其結果を殺表した bしが島根蝶立農林皐校在職中乙れを大成し

「:s:.'Iシロネの皐名2えと入・雨形，t就て」と題しr隠岐島植物卦布論」と共区宮部理皐

博士就職二十五年祝賀記念吋直物事襟読Jlζ乙れを掲げ大に異彩を放℃ b。 乙の

「隠岐島植物jJ-布論」は主とし℃氏自ら踏査採集せる約六百種の植物に基づきて

同島「フロヌ」の特徴を論じ、附するに同島植物目録を以てせる一大論文にして賞

に氏の最も熱血をそ、ぎし所なb。

今東北帝国大串農科大皐踏葉標本室に識せらるる標本にして氏の採集記係るも

の甚だ多L0 殊lと本道産ヤナギ類標本の如3其主要なるものなb。

本邦産植物にし℃氏の名を種名とせるものは究の如し。

Fissidens Tokubuchii Brotherus （臆振園室蘭にて採集）。

Hypnum (Bryonia) Tokubuchii Bro也．（日高様似山道』t℃採集）。

Viola Tokubuchii Makino （フヂスミ v、アフヒスミ v）。

明治二十七年米園樹木皐者サーゼント（C.S. Sargenも）氏の来遣するや、宮部教

授偶4病床にあbしを以℃徳淵氏代b℃案内の佳に嘗b、札幌附涯を始めとし遠

く渡島方面並に青森牒入甲岡山まで其行を共にし。多大の満足を奥へたb。サー

ゼント氏著 Fores七Floraof Japan の口繕は札幌なる藻岩山麓It於けるカツラの

E木を撮影せるものにして、氏は採集函を肩にしτ樹下に立℃b。 買に好箇の

記；舎と謂ムベし。

徳淵氏、宮部博士就職二十五年祝賀記念植物皐様設に論文二編を寄せしは前に

述ぺたるが如し。 乙れを以℃本書の印刷成るや、余等は一日も早〈乙れを氏の

許に致し℃喜を共にせんと欲し急謹一本を郵送せしに何ぞ園らん氏は此時既に重

症に陥bしかぱ、遂にその秩序ある戚想、を窺以知るを得ぎらんとは。 之れ賓i乙

余等の一大恨事たb。 然れども氏の該書を手にするや愛玩措かず、永眠の日に
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至る迄殆んど手よ b離さビ b しと云~ば、此書は磁かに同氏最大の慰蒋た b しが

如し。余等此事を惇へ聞き℃明か自ら慰めずんばあらぎるな b。

鳴呼氏や勤勉努力を以τ終始一貫し、その一生は賞に一部の立志｛事たb。 去

の年猶祉にし℃逝ける、異lt惜むぺし。而も其死の悲憤た0、人をし℃同情，t堪

へざらしむ。

大正三年二月十五日 高橋良直識

本丈の始めに記したる、故徳淵氏幼時の事跡は日高岡幌泉郡鹿野村なる長岡清

次郎氏の答書によ札業後の経歴は主として札幌農皐校及び島根牒農林皐按に提

出しあbし故人の履歴書と故人の恩師にし℃併せ℃筆者の思師たる、宮部博士の

談話とによれb。 長岡氏は徳淵一家の函館にあbし頃よ b同家と服懇の聞なb

し人lとして、：故人の幼時の波澗に宮める小説的事跡を詳lとするを得たるはーに同

氏の賜なb謹み℃裁に謝意を表す。

故人の出生地は、その札幌農皐校に提出あbし履歴書には函館とあるに拘らず、

島根牒農林皐楼に提出しあbし履歴書は肥前園養父郡とあるを晃れば、故人自身

も此賠に闘し疑惑を懐3しに似た b。 然れども筆者は長岡氏の答書θ正確なる

を信じ函館を以℃故人の出生地となせb。 遺族の疑問あらん乙とを慮bままに記

事の出所を明にすD

故徳淵氏論文目録

1. 附子2：フクペラの差異。
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向上第五十二競（明治三十四年七月〉

10. 珊瑚礁の話。

同上第五十三競（明治三十四年十二月〉

11. エゾシロネの皐名友商形＆t就τ。

宮部理皐博士就職二十五年祝賀記念
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